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〈歳 入〉
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〈歳 出〉

平成22年度糸島市一般会計歳入歳出決算
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歳出総額
321億
9728万円

歳入総額
331億
6504万円
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合併により人件費の削減効果に加え、国からの仕
送り金と言える地方交付税の増額支給などにより
財務指数においてかなりの改善になりました。

1.財政の弾力性を示す経常収支比率（使途が決まっ
ていない自由な裁量で使えるお金の割合）が昨年
より6.5ポイント改善され87.0％になりました。
2.自治体の収入に対する借金返済額の割合を示す
実質公債費比率も0.9ポイント改善され18.3％に
なりました。
3.自治体の貯金である基金現在高が前年より11億円（29.6％）増えて50億円になりました。又、
借金である地方債現在高においても18億円（4.9％）減少して357億円と改善されています。　
　いずれの数値も合併時に作成された新基本計画での目標値を大幅に上回った数値になっています。
財務行政は良い方向に進んできてはいるものの市民ニーズに応えるためには更なる改善努力が必要
です。糸島市の財務内容の特徴としては歳入面において市税収入が中心となる自主財源比率が低く、
地方交付税を始めとする国、県からの助成金に頼る依存体質だと言わざるを得ません。
　又、歳出面では民生費が歳出総額の38.2％を占め年々増加傾向にあります。

現状を分析してゆくと今後の方向性が見えてきます。
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課題と今後の対応策
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（仮）浦志新駅はどうなった？
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